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社会人として求められる「基礎力」をつくる基礎

専門的な知識と技術を習得専門

免許・資格の取得をめざす教職

教員免許を取得するには、指定の学校や施設で一定期間実習を行うことが必要です。
本学では滋賀県内を中心に、幅広い教育・福祉関係のネットワークを活用できるの
で、学校や福祉施設などで安心して実習を行えます。
授業で得た知識をどのように実践に結びつけるのかを実習で学びます。

免許 実習 期間 主な実習先
２年次 ３年次 ４年次

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期

中学校教諭（保健体育）

高等学校教諭（保健体育）

教育実習 15日間 中学校 or 高等学校 ９月

介護等体験
５日間 福祉施設 ８月

２日間 特別支援学校 １月

特別支援学校教諭（知・肢・病） 教育実習 10日間 特別支援学校 11月

大学入門

スタディ・スキルズⅠ
スタディ・スキルズⅡ

キャリアデザインⅠ
キャリアデザインⅡ

学部共通科目

人権教育
教育福祉学
インクルーシブ教育と社会

スポーツ教育科目

スポーツ科学入門Ⅰ
スポーツ科学入門Ⅱ
スポーツ情報処理Ⅰ
スポーツ情報処理Ⅱ
スポーツ社会学
スポーツボランティア論
スポーツマネジメント
スポーツコーチング論
スポーツトレーニング論
スポーツ心理学
メンタルトレーニング論
スポーツ医学概論A
スポーツ医学概論B

スポーツバイオメカニクス
スポーツ運動学
リハビリテーション論Ⅰ
リハビリテーション論Ⅱ
スポーツ生理学Ⅰ
スポーツ生理学Ⅱ
スポーツ栄養学
スポーツ文化論
武道論
衛生学・公衆衛生学
学校保健論
健康教育・管理学
救急処置法

スポーツ施設管理論
フィットネスプログラミング
器械運動A
器械運動B
水泳・水中運動A
水泳・水中運動B
陸上競技A
陸上競技B
ダンスA
ダンスB
剣道A
剣道B
サッカー A

サッカー B
バレーボールA
バレーボールB
バスケットボールA
バスケットボールB
卓球A
卓球B
テニス
野外活動A
野外活動B

学科基幹科目

スポーツ教育学
教育学概論
福祉学概論
地域スポーツ実践論

地域スポーツ計画論
スポーツ教育学基礎演習Ⅰ
スポーツ教育学基礎演習Ⅱ

外国語・体育科目

基礎英語Ⅰ
基礎英語Ⅱ
コミュニケーション英語Ⅰ
コミュニケーション英語Ⅱ
コミュニケーション中国語Ⅰ

コミュニケーション中国語Ⅱ
コミュニケーションポルトガル語Ⅰ
コミュニケーションポルトガル語Ⅱ
健康・運動の科学
体育実技

共通教養科目

日本国憲法
基礎心理学
社会心理学
家族社会学
東近江の地域学
滋賀の環境
地域歴史学
国際文化論
自然科学入門

生命と科学
物理学入門
宗教学
哲学
情報倫理論
情報処理演習Ⅰ
情報処理演習Ⅱ
社会調査論

留学生（外国人留学生のみ履修可）

日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

実用日本語Ⅰ
実用日本語Ⅱ

中等教育科目

教職に関する科目 教育実習科目特別支援教育に関する科目

卒業研究

特別支援教育科目

教職入門
特別支援教育概論
発達心理学
教育課程総論

教育の方法及び技術
教育心理学
教育行政・制度論

道徳教育の指導法
特別活動の指導法
生徒・進路指導論
教育相談の基礎
総合的な学習の時間の指導法
教職実践演習（中・高）
中等教科教育法 保健体育Ⅰ
中等教科教育法 保健体育Ⅱ
中等教科教育法 保健体育Ⅲ
中等教科教育法 保健体育Ⅳ

介護等体験（事前・事後指導含む）
中等教育実習（事前・事後指導含む）
特別支援教育実習（事前・事後指導含む）

特別支援教育論
知的障害者の心理
肢体不自由者の心理
病弱者の心理
病弱者の生理・病理
知的障害者教育課程論
肢体不自由者教育課程論

病弱者教育課程論
視覚障害者の心理・生理・病理
聴覚障害者の心理・生理・病理
重複障害者の心理・生理・病理
視覚障害者教育課程論
聴覚障害者教育課程論

総合演習 卒業研究

障害児・者福祉論
言語療法
発達障害と教育課程
知的障害者の生理・病理

肢体不自由者の生理・病理
障害者スポーツ論
障害者スポーツ演習

CURRICULUM カリキュラム

教育実習（保健体育） 特別支援学校教育実習

スポーツ場面でよく耳にする「メンタルトレー
ニング」。本講義では、心と体のつながりに着
目し、スポーツ場面における選手の心につい
て理解を深めるとともに、実力発揮のための
心の訓練について学びます。

メンタルトレーニング論

体育やスポーツを学んでいくうえでの「基礎
となる知識」の習得をめざします。体育・ス
ポーツの役割や、抱える諸問題についても学
んでいきます。

スポーツ教育学

スポーツがビッグビジネスとして肥大化する
中で、人が行うスポーツ活動、スポーツイベ
ントの企画、スポーツクラブの経営といった
スポーツに関わる全ての活動に対してのマネ
ジメント（やりくり）を学びます。

スポーツマネジメント

TRAINING 実習制度

CLASSES 授業 Pick Up

学外実習スケジュール（予定）

カリキュラム・ポリシー（教育課程の編成方針）

建学の精神、ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）を達成するために、「教養科目」「専門科目」で教育課程を編成する。
授業科目は、講義、演習、実習・実技等を適切に組み合わせて開講する。
※カリキュラム・ポリシーの詳細は本学ホームページをご確認ください。

「生徒とできる限り深く関わること」を
目標に掲げ、担当クラスや授業で関わ
る生徒たちとの積極的なコミュニケー
ションを心掛けました。実習中は、体
育や保健の授業のほか、ホームルーム
や校外学習の引率なども経験し、事前
準備の重要性に気づくことができまし
た。また、授業内容や生徒へのアドバ
イスなど現場で働いておられる先生方
からたくさんのことを学びました。将
来は、先生として教える立場であって
も、生徒と一緒に学び続けられる先生
になりたいです。

生徒が学校にいる間は基本的に教室に
いて、担当の学級だけでなくほかの学
級も含めてたくさんの生徒と関わるよ
うにしました。２週間という短い期間
でよい関係性を築くために、あいさつ
や会話を大切にしながら活動を行いま
した。実習で学んだことは、日常生活
につながる指導や、卒業後の進路のた
めの指導がとても重要だということで
す。生徒が何か失敗しても、職場実習
や就労時をイメージし、次の行動を考
えられるよう導くことが生徒のスキル
アップにつながることを学びました。

スポーツ教育学科 卒業

加藤 さん
滋賀県立草津高等学校 出身

スポーツ教育学科 卒業

山口 さん
福井県立福井商業高等学校 出身

2022年度実績であり、変更する可能性があります。
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